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秩の交通安全運動も終盤を迎えた9月26日、須釜)J ¥の児童たちは
鼓笛隊パレードを行い、 「突通安全と非行防止Jを呼び、かけました。

これは安全協会須釜分会や地区防犯協会のみなさんの協力を得て、

明神前から中根精工までの県道約2キロにわたって行われたもので、
す。パレードを一目見ょうと沿道に集まった人たちから盛んな声援

を受けました。
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昭
和
五
十
七
年
度
の
一
般
会

計
決
算
が
九
月
十
七
日
か
ら
二

十
一
日
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た

定
例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
予
算
を
基
に
私
た
ち
村

民
の
よ
り
よ
い
暮
ら
し
"
つ
く
り

の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
月
は
み
な
さ
ん
が

納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
た
の
か
、
一
年
間
の
総
決

算
と
も
い
う
べ
き
村
の
台
所
の

経
営
状
況
を
み
な
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

司

a
・・
三
千
九
百
九
十
一

.

.

.
 
の
黒
字

で
は
ど
の
よ
う
な
収
入
が
あ
っ
て
、

支
出
は
ど
う
、
だ
っ
た
の
か
、
家
計
簿

の
帳
ど
り
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
明
る
く
、
豊
か
な
村
づ
く
り
」

の
た
め
に
使
わ
れ
た
昭
和
五
十
七
年

度
の
お
金
は
、
十
六
億
三
千
六
百
七

十
八
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
ま

す
と
九
千
四
百
六
万
円
ほ
ど
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
v

歳
入
は
十
六
億
七
千
六
百

七
十
万
円
で
一
年
間
に
使
わ
れ
た
お

金
(
歳
出
)
を
差
し
引
き
ま
す
と
、

三
千
九
百
九
十
二
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
、
村
の
台
所
は
健
全
財
政
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

使用料及び手数料
25，541千円1.5%

財
源
の
ほ
と
ん
ど

国
県
依
存

歳
入
を
見
て
み
ま
す
と
地
方
交
付

税
が
七
億
一
一
一
千
七
百
三
十
四
万
円
で

一
番
多
く
、
全
体
の
四
四
%
を
占
め

て
い
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
、
国
か

ら
国
税
の
一
定
割
合
を
村
の
財
政
事

14.3 % 

240.119千円

地方交付税

44.096 

学校プーjレ建設(JII辺小)

村民1人当りに
使われたお金218，384円の使いみち

教育費

313.827千円

農林水産業費

21. 2 % 

その{也

0.2労 3，871千円

農林水産業費 46， 378 円

教 育 費 41， 871 円

総 務 費 2 7， 5 2 7円

土 木 費 27， 233 円

民 生 費 1 8， 5 1 1 円

災害後!日 1 5， 8 5 3円

公 債 費 1 4， 1 3 5円

そ の 他 2 6， 876 Pl 

情
に
合
わ
せ
て
配
分
さ
れ
る
わ

金
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
み
な
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
い
た
村
税
も
大
き
な

財
源
と
な
っ
て
お
り
、
一
一
億
四

千
十
一
万
円
で
全
体
の
十
四
・

三
%
を
占
め
て
い
ま
す
D

こ
れ

は
昨
年
度
と
比
べ
ま
す
と
九
・

九
%
の
上
昇
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
当
り
納
め
た
税
金
は
、
平

均
で
約
三
万
二
千
三
十
七
円
で

す
D次

に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
村

が
仕
事
を
す
る
場
合
そ
の
お
金

の
一
部
を
国
や
県
が
助
成
す
る

国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
が
あ

り
ま
す
。
二
億
九
千
五
百
四
十

二
万
円
で
全
体
の
十
七
・
六
%

と
高
い
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
村
が
仕
事
(
事

業
)
を
す
る
た
め
に
借
り
入
れ

し
、
財
源
に
あ
て
る
村
債
は
一

億
九
千
二
百
七

O
万
円
。

次
い
で
分
担
金
及
び
負
担
金

が
八
千
六
百
十
五
万
円
、
繰
越

金
が
三
千
五
百
三
十
五
万
円
、

地
方
議
与
税
が
一
一
千
七
百
四
十

二
万
円
の
順
に
な
っ
て
お
り
、

合
計
で
十
六
億
七
千
六
百
七

O

万
円
の
お
金
が
入
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

用

語

説

明

丹、
E
財
源
・
・
・
・
村
白
身
が
収
入

浜
を
i
し
賓
川
j

、
武
川
本
、
設
定

5
1
3《
F
t
;
ず

$
1
1
‘

η
H
t
，
d

i

J

H

什

な
ど
白
、
正
的
に
収
入
す
る
も

¥
2ノ
月
V依
存
財
源
・
・
・
・
国
や
県
の
決
定

に
よ
り
収
入
さ
れ
る
も
の
。

農
林
水
農
費
が

ト
ッ
プ

歳
出
で
は
農
林
水
産
業
費
が

一
一
億
四
千
七
百
六

O
万
円
で
一
一

一
・
二
%
と
断
然
ト
ッ
プ
で
す
。

農
業
振
興
の
た
め
の
団
体
営
ほ

場
整
備
や
農
用
地
開
発
、
水
田

再
編
成
対
策
な
ど
の
推
進
に
使

わ
れ
ま
し
た
。
次
に
大
き
な
支

出
と
な
っ
て
い
る
の
が
教
育
賞
。

三
億
一
千
三
百
八
十
二
万
円
で

十
九
・
二
%
を
占
め
、
村
氏
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
建
設
や
学
校
プ
ー

ル
の
建
設
な
ど
社
会
教
育
や
学

校
教
育
が
一
層
充
実
強
化
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
役
場
の
管
理
等
に

使
わ
れ
る
総
務
費
は
二
億
六
百

三
十
一
万
円
で
十
一
了
六
%
に

な
っ
て
い
ま
す
。
改
，
良
舗
装
な

ど
村
道
の
援
備
を
進
め
る
た
め

の
土
木
費
は
二
億
四
百
十
一
万

円
、
福
祉
関
係
の
充
実
の
た
め

に
使
わ
れ
る
民
生
費
は
一
億
三

千
八
百
七
十
一
二
万
円
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
台
風
な
ど
に
よ
る
被
害

の
復
旧
に
あ
た
る
災
害
復
出
費

が
一
億
一
千
八
百
八
十
一
‘
γ

刀
円
、

公
債
費
は
一
億
五
百
九
十
毘
万

円
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
一
年

間
で
総
額
十
六
億
三
千
六
百
七

十
八
万
円
の
お
金
が
使
わ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

240，119，026円の内訳
1 市町村民税 8 O. 363， 724円 1人当りの負担額 10，722円

2 固定資産税 1 1 3， 9 24， 4 0 0円 ろ， 1 5， 200円

3 軽自動車税 4， 759， 700円 内 63"5円
.4 市町村たばこ消費税 2 1， 21 5， 4 9 0円 // 2， 831円

5 電 気 税 1 9， 256， 509円 // 2‘12 69，河
5 木材取引税 111. 853円 dシ 1 5円

7 特別土地保有税 487， 350円 'l 65円

言十 240ず 11 9， 026円 イ〉 32. 037円

58.3.31 現在人口 7，495人

不覚村



昭
和
五
十
七
年
度
国
民
健
康
保
険
持

別

会

計

予

算

が

九

月

定

例

会

で

承

認

さ

刊

る
エl
A

U

ノ
ノ

れ
ま
し
た
。

7‘

qδ

・

歳
入
総
額
は
三
億
七
千
九
百
三
十
七
円

%

4

万
円
で
中
で
も
国
庫
支
出
金
が
二
億
二
千
切
ふ

、〆
d
r
t
L
1
2よ

千
四
百
十
二
万
円
と
一
番
多
く
、
五
九
・

o
z
'げ一

%
で
全
体
の
半
分
以
上
に
な
っ
て
い
ま
叩

2
一

X

す
。
次
い
で
、
国
民
健
康
保
険
税
が
一
一

F
工
公
O

V
円

d
s
L

。

一

一

手

小

7
F非
開

億

一
千
九
百
五
十
二
万
円
で
三

0
・五
%
c

一

「

|
l
r
i

こ
の
二
つ
で
ほ
と
ん
ど
の
財
源
に
な
っ
「

i
l
i
-
-一
そ
の
他

て

い

ま

す

。

レ

歳
出
総
額
は
三
億
五
千
九
百
八
十
一
一
一
企

i

ハバベ

万
円
で
、
保
険
給
付
費
が
全
体
の
九
一
如
何

M

/

・
七
%
と
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
樹
抗

1

)

前

年

度

対

比

で

二

・

九

%

の

減

に

な

働

引

出

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
成
人
病
予
防

人

総

合

去

来

の

実

施

や

疾

病

の

早

期

発

見

・

老

歳，，，‘、

早
期
治
療
な
ど
村
民
の
健
康
管
理
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
減
少
の
要

因
と
忠
わ
れ
ま
す
。

で
は
保
険
給
付
費
に
つ
い
て
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
病
気
で
医
者
に
か
か
っ
た

と
き
に
治
療
費
と
し
て
医
療
機
関
に
支
円

払
わ
れ
る
療
養
費
は
、
二
億
九
千
三
百
引
%

つ臼ハ
V

九
十
七
万
円
で
八
九
・
一
%
を
占
め
て

2

い
ま
す
。
次
い
で
療
養
に
用

し

た

か

金

日

3

が
五
万
一
千
円
以
上
(
非
課
税
世
帯
三
一

万
九
千
円
)
に
な
っ
た
場
合
、
超
え
た
一

分
が
支
払
わ
れ
る
高
額
療
養
費
は
五
八

四
件
で
二
千
九
百
五
十
二
万
円
に
な
っ

て
い
ま
す
。
助
産
費
は
四
六
件
で
四
百

六
十
万
円
、
葬
祭
費
は
六
三
件
で
百
八

十
九
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
当
り
の
年
間
医
療
費
は
九
万
九

千
百
四
十
九
円
で
、
一
世
帯
で
は
三
十
八

万
八
千
九
百
十
六
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

r ~ 、

刷11川川"川川11'川11川lふたま斜，onnnn馴 1111111111 9 8 3. 1 0 1111111111川 11111111川

保険給付費

329，982 :r川
91.7% 

保険税

115，673 T' 
30.5% 

国庫支出金

224，123 + 1'1 

59.0% 

(歳

• 1人当りの年間医療費
99，149円

• 1世帯当りの年間医療費
388，916円

103，705円
1 ，134世帯
4，396人

• 1世帯当りの保険税
.国保加入世帯

・被保険者数

保険給付の状況

ドJ

療養諸費 293，970，854 I 

高額療養費 29，521，403 

助 産費 4，600，側|

葬祭費 1，890，000 

一 一一一一一

イ呆

健

月

一
日
の
老
人
保

よ
る
持
別
会
計
で
、

療
費
の
歳
入
歳
出

過
去
の
実
積
等
に
よ
り
園
、
県
か
ら
交

付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
歳
出
額
は
一
千
二
百
二
十
一
万

円
で
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
医
療
給
付
費
で

占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

支払基金交付金 11，815，000 

国康支出金 3，318，000 

県支出金 860，000 

手桑 入 金 872，000 

歳入合計 16，865，000 

ハ
u
n
k
U
 

Q
d
 
oo 

句
1
ムつω

ηノ
U
】

1
1ム

歳入歳出差引残額4，646，020円

費諸

出

療医

歳
「
l
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本
年
度
の
財
政
状
況
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
、
損

益
勘
定
で
は
収
益
的
収
入
五
千

二
百
七
十
四
万
一
千
八
百
八
十

一
円
に
対
し
、
収
益
的
支
出
が

四
千
七
百
三
十
八
万
二
千
二
百

九
円
で
五
百
三
十
五
万
九
千
六

百
七
十
二
円
の
純
利
益
が
生
ビ

キホ
p
し
九
~
。

前
年
度
の
繰
越
欠
損
額
四
百

四
万
三
千
七
百
八
十
五
円
は
当

年
度
の
純
利
益
を
繰
入
れ
て
も

百
三
十
一
万
五
千
八
百
八
十
七

円
の
利
益
剰
余
金
に
な
り
ま
し

た。
ま
た
、
資
本
的
勘
定
で
は
資

本
的
収
入
一
千
万
円
に
対
し
、

資
本
的
支
出
が
二
千
三
百
五
十

万
二
千
六
百
九
十
九
円
で
差
引

不
足
す
る
額
一
千
三
百
五
十
万

二
千
六
百
九
十
九
円
は
、
過
年

度
損
益
勘
定
留
銀
資
金
と
し
て

補
て
ん
い
た
し
ま
し
た
。

【資本的収入及び支出の状況t
(単位円)

一般会計出資金 10，000，000 

(収益的収入及び支出の状況 】
支 建設改良費

出 企業債償還金 2，511，399 i 

計 23，502，699 (単位向)

収 営業収益
給水収益 28，2附叶

益 31，499，946 
巴託工事収益 2，214，9391 

吉守
その他営業収益 1，028，207 

収 営業外収益
受取利息及び配当金 1，236，615 

入 21，241，935 
他会計補助金 20，000，000 

雑収益 5，320 

52，741，881 収入

(単位円)

原水及び浄水費 11，910，340 

配水及び給水費 8，887，996 I 
収
業 費 用 受託工 事 費 1，390，460 I 

益
F。i、/心、、 係 費 10，266，253 

42，084，200 減価{賞却費 6，642，350 
的

資産減耗費 2，971，781 

支 その他営業費用 15，020 

出
営業外費用 支払利息扱諸及び 5，295，929 
5，295，929 企債取 費

持別損失 過修年度正損金損 2，080 I 2，080 

47，382，209 出支。

r 給水状況~現在 】
。

昨年比較

1 ，174戸 (22戸増)
295，470m (13， 958m増)
809m (38m増)

58.3.31現在

.給水戸数
・年間給水量
• 1日平均給水量

十
月
二
十
九
日
(
土
)

;
三
十
一
日
(
月
)

会
場
村
体
育
館

十
一
月
一

B
(火
)

j
三
日
(
木
)

村
体
育
館

会
場

老
人
作
品
展
・
児
童
生
徒
作
品

展

・
書
道
展
・

絵
画
展

・
生
花

展
・
写
真
展
・
文
化
財
遺
跡
展

菊
花
展
示
会
・
盆
栽
鑑
賞
会

野
草
会
・

水
石
鑑
賞
会

， 

》

3 

騨
鑑
嘱

。十一
月
六
日

会
場村
体
育
伊

↓
一
コ
ム
一
行
タ
羽

‘ 

。
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決
思

で
無
事
故
盟
一
一
一
う

県母の会々長からメッセージの伝達

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し
明
る
い

社
会
を
築
く
た
め
、
交
通
事
故
の
撲
滅

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
総
理
府
が
進
め
て
い

る
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
全
国
キ
ャ

ラ
バ
ン
歎
が
、
九
月
一
一
一
日
本
村
入
り
を

し
、
午
前
九
時
か
ら
就
改
セ
ン
タ
ー
前

で
来
村
に
伴
う
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

県
母
の
会
々
長
か
ら
総
理
府
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
主
旨
で
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
読
み
あ
げ
ら
れ
村
長
へ
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。そ
れ
に
答
え
て
村
長
は
、
総
理
府
に

伝
え
る
決
意
書
を
力
強
く
読
み
あ
げ
、

県
母
の
会
々
長
へ
し
っ
か
り
と
手
渡
し

ま
し
た
。

ま
た
、
村
交
通
安
全
母
の
会
を
代
表

し
て
吉
村
ミ
ヤ
さ
ん
が
、
歓
迎
の
こ
と

ば
と
、
「
母
親
と
し
て
資
任
と
自
覚
を
も

っ
て
地
域
の
交
通
安
全
の
啓
蒙
と
普
及

に
努
め
ま
す
い
と
力
強
く
述
べ
ら
れ
、

村
母
の
会
々
長
か
ら
削
除
母
の
会
々
長
に

花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
生
た
ま
ご
を
使
っ
た
シ

i
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
効
果
実
験
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
人
た
ち
は
安
全
性
と
危
険
性

の
表
裏
一
体
に
一
様
に
驚
い
て
い
る
様

子
で
し
た
。

こ
れ
を
機
に
交
通
安
全
へ
の
顕
い
を

一
一
層
深
め
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に

村
民
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
み
、
住
み

よ
い
社
会
を
つ
く
り
を
自
指
し
ま
し
ょ

。

よーノ

村母の会より花東贈呈

、
@
シ

i
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
効
果
実
験

①ミニカーが壁に激突

まだまだ低い着用率

このほどシートベルトの着用実態調

査を6日間にわたって実施しました。

結果は表のとおり 7です。内容を見て

みますと全体的に着用率はまだまだ低

く、助手席と比べると運転者の方が、

男性より女性の方が着用率は高いよう

です。

事故があった時のことを考え、日頃

からシートベノレトの着用を習慣づけま

しょう。

& 

母の会代表として、歓迎の

言葉を述べる吉村さん

②結果はご覧のとおり
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昭
和
五
十
八
年
度
の
敬
老
会
が
九
月

十
三
日
午
前
十
時
か
ら
村
体
育
館
で
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
招
待
を
受
け
た
お
年
寄
り
は
、

村
内
の
七
十
五
歳
以
上
で
昨
年
よ
り
十

四
人
多
い
三
五
一
人
。

村
長
式
辞
に
続
い
て
、
今
年
八
十
歳

に
な
ら
れ
た
車
田
勇
次
さ
ん
外
二
十
四

名
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
三
役
か

ら
敬
老
年
金
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た。
ま
た
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
八
十
歳
に
な

ら
れ
た
車
田
章
一
・
ヨ
シ
ノ
さ
ん
夫
妻

ハ
小
高
〉
と
関
根
源
一
・
キ
ヨ
さ
ん
夫

妻
ハ
小
高
〉
に
お
祝
い
と
し
て
夫
婦
座

布
団
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

削剛刷t“I叩川11川11川川川11川11

いつまでもお元気で

式
典
に
続
い
て
ア
ト
ラ
グ
ジ
ョ
ン
に

入
り
、
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
出

し
物
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
に

そ
な
え
て
各
婦
人
会
で
は
練
習
を
重
ね

て
き
た
だ
け
に
、
衣
装
や
演
出
も
工
夫

さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
お
年
寄
り
の
自

を
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
よ
う
で

す。
ま
た
、
飛
び
入
り
し
て
、
自
慢
の
ノ

ド
を
披
露
す
る
元
気
な
お
年
寄
り
も
見

ら
れ
、
会
場
を
、
湧
か
せ
ま
し
た
。

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
は
、
し
ば
ら
く

ぶ
り
に
会
っ
た
方
た
ち
が
旧
交
を
あ
た

た
め
、
お
酒
を
汲
み
交
し
た
り
、
お
互

い
の
健
在
ぶ
り
を
喜
び
あ
っ
た
り
し

て
、
に
ぎ
や
か
な
敬
老
会
と
な
り
ま
し

た。

こ
ん
な
ほ
ほ
え
ま
し
い
場
面
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

なごやかに語らいながら

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
自
慢
の
ノ
ド
を

披
露

まだまだお酒は強そうですね

婦人会のみなさんも今日は大変身
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で

九
月
五
日
泉
中
学
校
で
学
校
創
立
記

念
と
し
て
非
行
防
止
弁
論
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
弁
論
大
会
は
、
生
徒
自
ら
の
経

験
や
日
頃
考
え
て
い
る
非
行
防
止
に
つ

い
て
の
意
見
を
発
表
し
あ
う
こ
と
に
よ

り
、
生
徒
相
互
に
啓
発
し
あ
う
こ
と
を

目
的
に
泉
中
の
創
立
記
念
日
で
あ
る
九

月
五
日
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
は
毎
日
の
よ
う

に
校
内
暴
力
や
非
行
が
取
り
沙
汰
さ
れ

て
い
る
昨
今
だ
け
に
、
親
の
関
心
も
大

き
い
だ
け
に
会
場
に
は
熱
心
な
父
兄
の

姿
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
の
代
表
十
二
名
は
、
「
非
行

記

論

優
秀
賞
鈴
木
康
雄
つ
二
年
〉

「
経
験
を
と
お
し
て
考
え
た
こ
と
」

優

秀

賞

矢

部

文

江

ャ
(
二
年
)

「
素
直
さ
を
と
り
も
ど
そ
う
」

今
月
は
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
曲
山

由
起
江
さ
ん
の
作
品
を
ど
紹
介
L
ま

す

。

和

木鈴ん4C
 

山曲ん大』部矢ら，カ左ん女』主JI
 
みの者賞入

水
泳
大
会
で
快
挙

泉
中
が
総
合
優
勝

第
十
四
回
中
体
連
石
川
支
部

水
泳
大
会
が
八
月
三
十
一
日
石

A 

父兄も熱心に耳を傾けて

川
中
学
校
の
プ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

た。
こ
の
大
会
に
は
管
内
の
中
学
校
八
校

が
参
加
し
、
自
由
や
平
泳
ぎ
な
ど
十
種

目
に
そ
れ
ぞ
れ
健
闘
し
、
好
成
績
を
残

し
ま
し
た
。

な
か
で
も
男
子
背
泳
ぎ
百
メ
ー
ト
ル

二
百
メ
ー
ト
ル
、
個
人
メ
ド
レ
ー
百
メ

ー
ト
ル
、
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
!
の
四

種
目
に
一
位
を
独
占
、
同
時
に
大
会
新

を
マ
ー
ク
し
て
初
優
勝
を
飾
り
ま
し

た。
ま
た
、
女
子
も
活
躍
し
、
背
泳
ぎ
五

0
メ
ー
ト
ル
、
平
泳
ぎ
五

0
メ
ー
ト
ル

が
一
位
と
な
り
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し

た。
男
女
総
合
優
勝
と
い
う
快
挙
に
、
学

校
を
は
じ
め
教
育
関
係
者
は
大
き
な
喜

び
に
湧
い
て
い
ま
す
。

選
手
の
み
な
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た。

に
走
ら
な
い
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
よ
い
か
」
を
自
分
が
体
験
し

た
事
を
折
り
ま
ぜ
な
が
ら
堂
々
と
発

表
し
ま
し
た
。

審
査
基
準
は
論
旨
四

O
点
、
表
現

力
二
十
五
点
、
感
銘
度
二
十
五
点
、

態
度
十
点
の
合
計
百
点
で
採
点
さ

れ
、
防
犯
協
会
長
さ
ん
ら
五
名
が
審

査
員
に
あ
た
ら
れ
厳
正
な
審
査
を
し

た
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま

し
た
。

と最
1--，優
あ秀
る賞
高
校曲
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を由
見起
て江
考(
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た年
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く

ば

か

り

で

し

た

。

き

入

れ

、

こ

の

高

校

生

の

よ

う

な

失

敗

他

の

人

か

ら

の

注

意

志

素

直

に

聞

き

い

…

賞

…

あ

る

高

校

生

の

行

動

を

こ

の

高

校

生

は

、

最
初
の
う
ち
は
太
を
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
…

い
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
学
校
へ
通
っ
て
い
，
せ
ん
斗
ま
た
か
」
と
思
ー
う
前
に
「
な
ぜ
で
す
川

一

お

…

見

て

考

え

た

こ

と

る

だ

け

で

し

た

o

そ
れ
す
ご
を
吸
何
回
も
先
生
は
言
う
の
だ
ろ
う
」
と
素
や
っ
て
な
ら
な
い
こ
と
を
や
れ
~

い、・
や
が
て
λ
イ
グ
の

一
一人
乗
り
と
段

直
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
ば
、
両
親
や
兄
弟
、

、身
近
な
人
た
ち
品
川

…

動

…

曲

山

由

起

江

(

二

年

〉

は

い

い

は

す

る

よ

う
に

な

っ

て

し

け

訂

以

前

お

は

か

守

生

の

れ

印

私

い

M
M
収
な
え

よ
く
先
生
方
が
心
の
乱
れ
は
服
装
に
批
判
を
さ
れ
た
高
校
生
た
ち
は
、
そ
ど
う
し
て
い
く
こ
と
が
他
人
に
精
山

川
去
年
の
こ
と
で
し
た
。
学
校
が
早
す
。
私
は
く
つ
を
つ
ぶ
し
て
は
い
て
い
表
れ
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
し
て
れ
に
対
し
反
感
を
も
ち
、
i
直
そ
う
と
は
神
的
な
迷
惑
を
か
け
な
い
乙
と
な
の
山

引
く
終
り
、
私
と
友
達
は
珍
し
く
長
話
る
の
を
見
た
時
、
こ
の
高
校
生
の
生
活
服
装
や
髪
型
に
つ
い
て
き
び
し
く
指
導

し
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
の
繰
り
返
し
か
を
考
え
ら
れ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し

w

u

し
を
し
て
い
ま
し
た
。
が
ど
ん
な
も
の
か
分
か
っ
た
よ
う
な
気
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
私
た
ち
は
が
続
い
て
い
る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
よ
う
い
と
思
い
ま
す
。

w

h

そ
こ
へ
あ
る
一
人
の
高
校
生
が
オ
が
し
ま
し
た
。
す
る
と
案
の
定
、
そ
の
「
ま
た
か
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
な
気
が
し
ま
す
。
こ
の
悪
循
環
を
絶
ち
高
校
生
た
ち
は
私
た
ち
よ
り
も
っ

町
!
ト
バ
イ
で
や
っ
て
き
た
の
で
す
。
高
校
生
は
私
た
ち
と
そ
の
周
り
の
人
の
が
、
先
生
方
は
服
装
が
乱
れ
れ
ば
ど
ん
切
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
と
考
え
深
い
は
ず
で
す
。
で
す
か
ら
九

円

そ

の

身

な

り

は

普

通

の

高

校

生

と

比

視

線

な

ど

全

く

気

に

せ

ず

、

す

ば

や

く

ど

ん

悪

の

道

に

進

ん

で

い

っ

て

し

ま

う

よ

う

。

周

囲

の

人

の

批

判

に

耳

を

傾

け

る

余

山

川
べ
る
と
奇
妙
な
か
つ
こ
う
で
し
た
。
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
り
帰
っ
て
い
っ
た
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
そ
れ
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
れ
令
か
注
意
裕
が
あ
っ
て
い
い
は
ず
で
す
。

一

い
不
良
っ
ぽ
い
く
ず
れ
た
服
装
で
、
で
す
。
堂
々
と
人
前
で
タ
バ
コ
を
買
っ
ち
に
し
つ
こ
い
注
意
を
う
な
が
す
の
で
さ
れ
た
こ
と
を
素
直
に
聞
き
入
れ
る
よ
私
た
ち
が
尊
敬
で
き
、
悩
み
を
う
〉

い

先

の

と

が

っ

た

く

つ

の

か

か

と

を

つ

て

行

く

高

校

生

を

見

て

、

私

と

友

達

は

す

。

う

に

、

高

校

生

た

ち

に

も

「

な

ぜ

オ

レ

ち

あ

け

ら

れ

る

そ

ん

な

人

生

の

先

輩

V

V

ぶ
し
て
パ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
る
の
で
た
だ
あ
然
と
し
、
顔
を
見
合
わ
せ
て
驚
私
た
ち
は
先
生
の
言
葉
を
素
直
に
開
た
ち
は
批
判
さ
れ
る
の
か
」
を
考
え
、
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
の
で
す
。
~
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、
塩

沢

徳

君

ハ

男

子

〉

須
釜
テ
ル
代
さ
ん
(
女
子
〉

須
釜
中
学
校
で
は
、
九
月
三
日
東
部

防
犯
協
会
と
石
川
警
察
署
の
後
援
で
恒

例
と
な
っ
た
全
校
生
徒
に
よ
る
非
行
防

止
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

男
子
は
蟹
沢
を
通
っ
て
塩
沢
商
庖
か

ら
明
神
前
に
ぬ
け
て
ス
タ
ー
ト
地
点
ま

で
の
コ

i
ス
約
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
女

子
は
塩
沢
商
庖
ま
で
の
折
り
返
し
コ
ー

ス
ニ
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
挑
戦
し
ま

し
た
。優
勝
者
な
ど
上
位
入
賞
者
に
は
、
防

犯
協
会
か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
賞
状
、
メ

ダ
ル
な
ど
も
り
だ
く
さ
ん
の
賞
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ

γ
と
い
う
苦
し
い
自
己
と
の

戦
い
の
中
で
、
自
分
の
力
を
出
し
き
っ

11111川川

最優秀賞

溝井庄一くん(泉中 3年〉

添田 誠くん(玉ー小6年〉

て
完
走
し
た
子
供
た
ち
。
そ
の
ひ
と
り

ひ
と
り
に
大
き
な
拍
手
と
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男

子
一
位
塩
沢
徳
雄
(
三
年
〉

一
一
位
近
内
正
文
〈
二
年
〉

三

位

鈴

木

政

義

〈

三

年

〉

四
位
大
和
田
道
秋
(
二
年
)

五

位

榊

枝

哲

也

(

三

年

〉

女

子
一
位
須
釜
テ
ル
代
(
二
年
〉

二

位

塩

沢

美

和

(
η

〉

一

ニ

位

矢

吹

光

子

(

H

〉

四

位

宗

形

美

津

子

(

H

〉

五
位
円
谷
さ
と
み
(
一
ニ
年
〉

夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動のひとつと

して村内の小・中学生から募集した「交通安全、

交通事故防止」のポスターコシクールの審査がこ

のほど行われました。

寄せられた作品は 128点にものぼり、審査員は

作品のひとつひとつを厳正に審査し、 9月16日開

催の交通対策協議会の席上、村長から入選者に賞

状と記念品が手渡されました。

入選者は次のとおりで、す。

中学生の部

溝井庄一(泉中 3年〉

前島かお里( " 2 年〉

最優秀賞

優秀賞

誠〈玉一小6年〉

輝( " ) 

司(jll辺小5年〉

寿(須釜小6年〉

浅

健

照

田

林

子

添

高

田

森

小学生の部

最優秀賞

優秀賞

" 

トスター

泉
中
学
校
合
唱
部
(
指
導
鈴
木
恵
美

子
先
生
、
部
員
三
十
一
名
〉
は
、
九
月

二
十
二
日
須
賀
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
「
第
三
十
六
回
福
島
県
下
小

中
学
校
音
楽
県
大
会
」
に
石
川
地
区
代

表
と
し
て
出
場
し
、
見
事
な
ハ
!
モ
ニ

J
を
披
露
し
て
き
ま
し
た
。

部
員
は
夏
休
み
を
返
上
し
て
の
厳
し

い
練
習
を
積
み
重
ね
、
九
月
八
日
石
川

町
で
行
わ
れ
た
地
区
予
選
の
音
楽
祭
で

県
大
会
へ
の
参
加
資
格
を
得
た
わ
け
で

す。
全
員
が
三
年
生
だ
け
に
チ
l
ム
の
ま

と
ま
り
も
抜
群
で
「
中
学
生
活
の
良
い

思
い
出
に
」
と
い
う
意
気
込
み
で
、
先

生
と
生
徒
が
一
体
に
な
っ
て
励
ん
で
き

ま
し
た
。

県
大
仏
首
で
は
課
題
曲
「
心
の
馬
」
と

力強く通過地点で手にチェック

自
由
曲
「
木
琴
」
を
情
感
豊
か
に
歌
い
、

生
徒
の
清
々
し
い
歌
声
は
多
く
の
観
客

を
魅
了
し
、
銀
賞
に
輝
き
ま
し
た
、

練習に励む生徒たち

溝井くん

添田くんの作品

溝井くんの作品
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猪
苗
代
湖
畔
健
康

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場

川
辺
走
る
会
の

メ
ン
バ
ー
叩
名

い
よ
い
よ
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す

が
、
み
な
さ
ん
は
体
力
e

つ
く
り
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

川
辺
走
る
会
〈
会
長
坂
本
菊
雄
さ
ん

会
員
三
七
名
〉
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々

十
名
は
、
九
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た

第
五
回
猪
苗
代
湖
畔
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
出
場
し
、
健
脚
を
競
っ
て
き

ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
マ

ラ
ソ
ン
愛
好
家
二
千
七
百
名
が
集

り
、
年
齢
別
十
部
門
に
分
か
れ
て
男

と
ど
け

交
通
安
全
の
願
い

こ
の
ほ
ど
泉
農
協
で
は
共
済
事
業

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
玉
一
小
の
児
童

を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
を
開

き
ま
し
た
。

お
巡
り
さ
ん
か
ら
交
通
安
全
の
実

技
指
導
を
受
け
、
子
供
た
ち
は
ち
ょ

っ
ぴ
り
緊
張
ぎ
み
。
最
後
に
交
通
安

全
へ
の
願
い
を
書
い
た
紙
を
風
せ
ん

に
結
い
つ
け
、
全
児
童
で
飛
ば
し
ま

し
た
。

ae

、一，，-
、/一
J
P

一
の一
A
Z

一
る一走~
辺一る
一
た一・フ白そ一つ一さ一

子
十
キ
ロ
、
女
子
五
キ
ロ
に
挑
戦
一

し
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
完
走
し
て
き
一

ま
し
た
o

一

順
位
は
個
人
あ
て
に
通
知
さ
れ
る
一

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
走
る
会
一

の
メ

γ
パ
i
は
結
果
を
心
待
ち
に
し
一

な
が
ら
、
ま
た
次
の
大
会
を
目
指
し
一

て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
o

一
て一tu
-
ば一飛一を一ん一せ一風一こ一斉一

保
育
所
で
親
子

運

動

会

お
母
さ
ん
も
ハ
ッ
ス
ル

九
月
十
八
日
午
前
九
時
か
ら
保
育

所
の
校
庭
で
親
子
運
動
会
が
行
わ

れ
、
保
育
・
所
の
よ
い
子
た
ち
は
、
お

母
さ
ん
と
一

絡
に
、
一
足
早
い
ス
ポ

ー
ツ
日
和
り
を
満
喫
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
た
お
遊

戯

「
め
だ
か
の
兄
弟
」
や
「
あ
ら
れ

ち
ゃ
ん
音
頭
」
な
ど
を
小
さ
な
手
足

を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
動
か
し
、
家
族

か
ら
笑
顔
の
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
日
頃
運

動
に
は
縁
の
な
い
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
た
ち
に
も
ハ
ッ
ス
ル
し
て
も
ら

お
う
と
用
意
さ
れ
た
競
技
も
あ
っ
て

大
に
ぎ
わ
い
。

秋
空
の
も
と
で
ゲ

l
ム
や
か
け
っ

こ
に
親
子
と
も
ど
も
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

革

靴

の

革
の
手
入
れ
は
難
し
い

高
級
な
靴
ほ
ど
若
い
動
物
の
革
を

用
い
塗
料
も
少
な
い
の
で
、

柔
ら
か

く、

感
触
も
優
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
に
履
い
て
い
る
時
や
手
入
れ

の
際
に
傷
や
し
み
が
つ
き
や
す
い
も

の
で
す
。

銀
っ
き
革

(
表
面
の
あ
る
革
〉

i
i柔
ら
か
い
布
か
ブ
ラ
シ
で
汚
れ

を
丁
寧
に
落
と
し
ま
す
。
ま
た
、
履

く
前
に
乳
化
性
靴
墨
で
み
が
き
ま

す。
細
か
い
し
わ
や
す
り
傷
を
防
ぎ
、

防
水
性
も
で
き
ま
す
。

ス
エ
ー
ド
|
|
ブ
ラ
シ
か
け
が
大

切
。
エ
ナ
メ
ル
1

1

専
用
ク
リ
ー
ナ

ー
で
汚
れ
を
落
と
し
ま
す
。

毎
日
履
く
靴
の
手
入
れ

阜く飲まなきゃね

V
雨
な
ど
で
ぬ
れ
た
時
は
、
外
側
を

軽
く
水
洗
い
し
て
内
側
に
新
聞
紙
な

ど
を
詰
め
て
水
分
を
取
る
よ
う
に
し

ま
す
。
V
夏
な
ど
長
時
間
履
き
続
け
た
ら
、

内
側
を
柔
ら
か
い
毛
の
ブ

ラ
シ
で
短

時
間
水
洗
い
す
る
こ
と
が
、
足
の
健

康
上
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
長
時
間

水
に
つ
け
た
り
、
ア
ル
カ
リ
性
の
洗

剤
を
使
う
こ
と
は
絶
対
に
避
け
ま

す。水
洗
い
を
し
た
ら

変
形
し
な
い
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り

手

入

れ

陰
干
し
し
ま
す
。
完
全
に
乾
く
ま
で

1
週
間
以
上
か
か
り
ま
す
が
、
乾
か

な
い
う
ち
に
履
く
と
足
が
む
れ
る
ば

か
り
で
な
く
、
形
崩
れ
な
ど
を
起
こ

し
ま
す
。

乾
く
ま
で
新
聞
紙
を
詰
め
て
形
崩

れ
を
防
ぐ
の
も
よ
い
方
法
で
す
。
熱

や
日
光
で
乾
か
す
の
は
絶
対
禁
物
で

す。
乾
い
た
あ
と

充
分
に
靴
墨
を
塗
っ
て
み
が
き
ま

す。
古
く
な
っ
た
靴
は
表
面
が
け
ば
た

ち
、
し
み
も
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、

新
し
い
靴
よ
り
濃
い
色
の
靴
墨
を
余

計
に
塗
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ニ
足
を
交
互
に

靴
の
中
の
湿
気
は
、
ほ
ぼ
こ
十
四

時
間
で
設
け
ま
す
。

夏
場
は
ニ
足
を
交
互
に
履
く
よ
う

心
が
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
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繰
り
上
げ
請
求
は
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ず
!
と
減
額
の
ま
ま
で
す

国
民
年
金
の
老
齢
年
金

や
通
算
老
齢
年
金
は
原
則

と
し
て
、
六
十
五
歳
か
ら

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
六
十
歳
を

す
ぎ
て
い
れ
ば
、
満
六
十
五
歳
を
待
た

ず
に
年
金
を
受
け
た
い
と
希
望
す
る
場

合
は
、
本
人
の
請
求
し
た
月
の
翌
月
か

ら
年
金
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
年
金
の
繰
り
上
げ
請

求
と
い
い
ま
す
。

こ
の
繰
り
上
げ
請
求
に
よ
っ
て
受
け

ら
れ
る
老
齢
年
金
や
通
算
老
齢
年
金
の

額
は
、
満
六
十
五
歳
か
ら
受
け
た
場
合

の
年
金
の
額
か
ら
請
求
時
の
年
齢
に
応

じ
一
年
き
ざ
み
で
一
定
額
を
減
じ
た
額

と
な
り
ま
す
。

こ
の
減
額
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1'¥・ -ノ''¥‘ /.J-¥ d・-ノ''¥ 1'¥ 
希年望年1γ F 十 十 十 十
十

四 一一一
歳 歳 歳 歳 歳 齢給支

十 一一 四 割減額一
一。八 五 一 さ
% % % % % れ合る

ま
た
、
繰
り
上
げ
誇
求
に
よ
っ
て
受

け
ら
れ
る
年
金
は
、
生
涯
同
じ
割
合
で

減
額
さ
れ
た
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
六
十
五
歳
に

な
っ
て
も
減
額
さ
れ
な
い
年
金
の
額
に

改
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
と
き
は
、
よ
く

考
え
て
請
求
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
役
場
国
民
年
金
係
叉

し、』土
。須

釜
支
所
宮

口
で

キ目
安大
凶ぺ

く
だ

さ

保険証を

大切に保管

しましよう

あ
り
、
一
世
帯
に
一
部
づ
っ
交
付
さ
れ

ま
す
。被
保
険
者
が
、
診
療
を
受
け
よ
う
と

す
る
時
は
、
療
養
取
扱
機
関
の
窓
口
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
も

の
で
す
。

保
険
-
証
な
し
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
と
、
医
療
費
は
全
額
自
費
と
な
り
ま

す
。
他
人
に
貸
し
た
り
、
借
り
た
り
、
治

療
が
終
っ
た
後
、
病
院
に
預
け
っ
ぱ
な

し
に
し
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま

た
、
不
正
に
使
用
す
れ
ば
罰
せ
ら
れ
ま

す。
最
近
、
保
険
証
を
紛
失
し
、
再
交
付

を
受
け
る
方
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

保
険
証
は
、
加
入
者
の
権
利
を
保
障

し
、
数
十
万
円
あ
る
い
は
、
数
百
万
円

に
も
の
ぼ
る
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
大
切
な
証
書
で
す
。

各
家
庭
で
、
保
管
場
所
を
決
め
て
、

大
切
に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。
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固まごころの

ピンチヒッター置

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、
被

保
険
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
明
書
で

「
お
そ
れ
い
り
ま
す
が
私
は
耳
・
言
葉

が
不
自
由
な
た
め
電
話
が
か
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
私
の
か
わ
り
に
電
話
を
し
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
メ
モ
を
見
せ
ら
れ
た

ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
?

電
電
公
社
で
は
、
耳
や
言
葉
の
不
自

由
な
方
が
電
話
で
緊
急
に
連
絡
し
た
い

と
き
・
に
使
う
H

電
話
お
願
い
手
帳
H

を

配
布
し
て
い
ま
す
。

こ
の
手
帳
ほ
タ
テ
十
二
・
五
セ
ン
チ
、

ヨ
コ
八
セ
ン
チ
の
大
き
さ
で
、
表
紙
は

よ
く
自
立
つ
オ
レ
シ
ジ
色
。
表
紙
を
開

く
と
ま
ず
、
「
私
の
か
わ
り
に
電
話
を
し

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
冒
頭
の
依
頼
文

が
書
か
れ
て
お
り
、
耳
や
言
葉
の
不
自

由
な
方
は
こ
れ
を
見
せ
な
が
ら
通
り
が

か
り
の
人
な
ど
に
電
話
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
手
帳
の
中
身
は
一
枚
ず
つ
切

り
離
せ
る
メ
そ
に
な
っ
て
い
て
、
本
人

の
名
前
、
相
手
の
名
前
と
電
話
番
号
、

伝
え
て
ほ
し
い
用
件
、
先
方
の
返
事
な

ど
を
記
入
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
で
、

す。

。
。

い
ま
で
は
わ
た
し
た
ち
の
最
も
身
近

な
通
信
手
段
と
な
っ
た
電
話
ー
ー
。
し

か
し
、
こ
の
便
利
な
機
器
も
、
耳
や
言

葉
が
不
自
由
な
た
め
に
自
分
一
人
で
は

利
用
で
き
な
い
人
が
い
る
の
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
色
の
手
帳
を
差
し
出
さ
れ
た

ら
快
く
引
き
受
け
、
そ
の
人
の
代
わ
り

に
な
っ
て
電
話
を
か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ

。

〉
円
J

秋
の
行
政
相
談
週
間

悩
み
や
苦
情
は

ま

ず

相

談

泌
氏
一
間

島

市

週

十
月
十
六
日
(
日
〉
か
ら
十
月
二

十
二
日
(
土
)
ま
で
の
一
週
間
は
「
秩

の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

行
政
管
理
庁
で
は
、
行
政
相
談
制

度
の
よ
り
一
層
の
利
用
促
進
を
図
る

た
め
、
こ
の
一
週
間
を
「
秋
の
行
政

相
談
週
間
」
と
し
て
全
国
一
斉
に
各

種
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

行
政
相
談
は
、
み
な
さ
ん
が
国
や

県
、
証
な
ど
の
行
政
機
関
、
公
社
・

公
団
等
の
仕
事
に
関
し
て
い
だ
い
て

い
る
苦
情
や
要
望
に
つ
い
て
「
無

料
」
で
「
親
身
」
に
相
談
に
応
じ
、

そ
の
解
決
や
実
現
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
、
当
村
の
行
政
相
談

委
員
も
次
の
と
お
り
行
政
相
談
を
受

付
け
ま
す
。
お
気
軽
に
御
利
用
く
だ

さ
い
。

O
日
時
、
場
所

十
月
十
九
日
(
水
〉

午
後
一
時
J
三
時

玉
川
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

O
当
村
の
行
政
相
談
委
員

氏

名

小

山

田

仲

住
所
玉
川
村
大
字
小
高
字
向
久

保
八
十
五

電

話

番

号

二

三

O
二
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こ
の
た
び
左
記
の
日
程
に
よ
り
、

戦

傷
病
者
及
び
戦
没
者
遺
族
等
に
対
す
る

相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。記

十
月
二

O
日

十
月
二
十
一
日

石
川
町
役
場

須
賀
川
市

中
央
公
民
館

時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

※
相
談
な
さ
る
方
は
、
相
談
内
容
に
関

す
る
資
料
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

1983.印刷川

て
ん
か
ん

身
体
障
害
者
の
方
へ

目
今
月
の
納
税

一
固
定
資
産
税
ハ
一
一一
期
分
)

内
国
民
年
金
(
一
一
一
期
分
〉

日
納
期
限
は
、
お
日
(
火
曜
日
V

一
ま
で
で
す
。
忘
れ
ず
、
納
め
ま
し

V

ト民

λ

ノ。

住
民
課
衛
生
関
係

事

業

予

定

5
日
〈
水
)
妊
婦
検
診

ハ
西
部
)
J

母
子
セ

ン
タ
ー
午
後
1

時
J

2
時
受
付

日
日
(
火
〉
母
親
学
級

就
業
改
善
セ
ン
タ

ー

午

前

9
持
初

分

J
U
時

職
業
訓
練
生
を
募
集

国
立
宮
城
身
体
障
害
者
職
業
訓
練

校
で
は
、
次
の
要
領
で
訓
練
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

。
応
募
資
格

V
義
務
教
育
修
了
者
又
は
同
等
以
上

の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

方。

V
障
害
の
症
状
が
固
定
し
て
お
り
、

一
年
間
の
訓
練
に
支
障
の
な
い

方。
V
盲
人
・
伝
染
性
疾
患
、

1111111111川1111削川

性
疾
患
の
な
い
方
、
及
び
日
常
生
活

に
介
護
を
要
し
な
い
方
。

。
募
集
科
目
及
び
定
員

電
子
機
器
科
(
叩
名
〉
・
洋
裁
科
(
初

名
〉
和
裁
科
ハ
山
名
〉
・
製
版
印
刷
科

(
印
名
)
・
製
本
科
(
印
名
〉
・
軽
印

刷
科
ハ
別
名
)
・
製
く
つ
科
〈
叩
名
〉

・
義
肢
装
具
科
〈
叩
名
〉
・
理
容
科

(
初
名
〉
経
理
事
務
科
〈
別
名
)

デ
ザ
イ
ン
科
(
別
名
〉

。
訓
練
期
間

四
日
ハ
水
〉

妊
婦
検
診
ハ
東
部
〉
母
子

セ
ン
タ
ー
午
後
1
時

!

2
時
受
付

乳
幼
児
検
診

母
子
セ
ン

タ

ー

午

後
1
時
J

2
時

受
付

幻
日
(
木
〉

公

民

館

行

事

予

定

第
幻
自
玉
川
村
民
体
育
祭

村
民
グ
ラ
ウ

γ
ド

8
時
初
分
開
会

問
日
(
水
〉

i
m
日
〈
木
)

高
齢
者
教
室

(
野
外
研
修
)

初
日
(
木
〉

婦
人
学
級

(
泉
)

幻
日
ハ木
)

婦
人
学
級
(
須
釜
〉

mu
日
(
土
)
!
日
月
6
B
〈
日
)

文
化
祭

9
日
〈
日
)

昭
和
的
年
4
月
上
旬
か
ら
一
年
間
却

。

願

書

受

付

一

V
中
学
校
・
高
等
学
校
卒
業
見
込
者
~

は
昭
和
日
年
日
月
日
日
(
火
)
ま
で
一

V
一
般
の
身
体
障
害
者
及
び
新
規
学
.

卒
見
込
者
は
、
昭
和
印
年
1
月
刊

日
と

2
月
刊
日
ま
で
。

。
願
書
提
出
先

も
よ
り
の
公
共
職
業
安
定
所
に
入

校
願
書
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

(
用
紙
は
職
業
安
定
所
、
福
祉
事

務
所
に
も
あ
り
ま
す
。
〉

な
お
、
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
も

よ
り
の
職
業
安
定
所
か
福
祉
事
務

所
、
叉
は
直
接
当
校
に
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

管
仙
台

0
2
2
2
(
3
3〉
3
1
2
4

小

高

竜

崎

南
須
釜

北
須
釜

士
[
H お

め

で

(
八
月
分
の
出
生
溜
書
か
ら
)

た

(
八
月
分
の
死
亡
届
警
か
ら
)世
帯

死
亡
者
氏
名
年
令

主
名

須

藤

ツ

ル

ヨ

位

正

男

小

林

山

開

花

弘

瀬

谷

直

人

日

安

徳

須

田

ヨ

シ

部

在

助

佐

藤

計

策

別

計

地

区

川

辺

蒜

生

小

高

岩
法
寺

南
須
釜

士
口

四

辻

新

田

地

出
生
児
氏
名

鈴

木

淳

子

駒

山

絵

理

車
一回

，司

石

井

清

瑞

小

原

和

也

小

原

直

也

須

釜

恵

美

塩
田
ち
ひ
ろ

お

く

や

保
護
者
名

信

四

郎
勉

幸

司
清

勝
辰

美

良

雄
定

夫

真

み7，460人(+3) 

3，668人(:!:0) 

3，792人(+3) 女

ふ
ぬ
も
あ
り
が
と
う

P
3
3¥

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
、
社
会
福
祉

活
動
資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

区
村のようす

(58年9月1日現在〉

1，526戸(+3) 

ロ

男

人

-
竜
崎
の
小
林
弘
さ
ん
よ
り

亡
父
尚
殿
の
葬
儀
に
捺
し
て

参

万

円

・
小
高
の
須
藤
正
男
さ
ん
よ
り

亡
母
ツ
ル
ヨ
殿
の
葬
儀
に
際
し

て

壱

万

円

・
小
高
の
車
田
幸
一
さ
ん
よ
り

夫
婦
八
十
歳
で
村
か
ら
夫
婦
盛

布
団
が
贈
ら
れ
、
そ
の
感
謝
の

し
る
し
と
し
て
。

〈
社
協
よ
り
)

世帯数

(
福
島
地
方
気
象
台
発
表
〉

月
は
じ
め
は
本
州
南
岸
の
前
線
の
影

響
で
雲
が
多
い
で
す
が
、
そ
の
後
は
晴

天
の
日
が
多
く
な
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
下
旬
に
は
一
時
弱
い
冬
型
と

な
り
、
高
い
山
で
は
初
冠
雪
、
平
地
で

も
初
霜
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
月
平
均
の

気
温
は
や
や
高
め
に
な
り
、
降
水
量
は

中
通
り
と
浜
通
り
は
平
年
並
み
か
や
や

少
な
め
と
な
る
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
は
火
事
の

恐
ろ
し
さ
を
知
ら
な
い




